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報
告
第
6
号

例
月
現
金
出
納
検
査
の
結
果
に
つ
い
て

報
告
第
7
号

定
期
監
査
の
結
果
に
つ
い
て

報
告
第
8
号

和
木
町
土
地
開
発
公
社
の
経
営
状
況
に

つ
い
て

報
告
第
9
号

和
木
町
蜂
ヶ
峯
総
合
公
園
管
理
協
会
の

経
営
状
況
に
つ
い
て

同
意
第
1
号
【
可　

決
】

教
育
委
員
会
委
員
の
任
命
に
つ
い
て

※
池
田
尚
之
さ
ん
を
任
命
す
る
も
の

同
意
第
2
号
【
可　

決
】

固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委
員
の
選

任
に
つ
い
て

※ 

比
良
正
和
さ
ん
、
岡
本
勝
之
さ
ん
、

安
村
稔
さ
ん
を
選
任
す
る
も
の

認
定
第
1
号
【
可　

決
】

平
成
17
年
度
和
木
町
一
般
会
計
・
特
別

会
計
歳
入
歳
出
決
算
の
認
定
に
つ
い
て

認
定
第
2
号
【
可　

決
】

平
成
17
年
度
岩
国
地
区
広
域
市
町
村
圏

協
議
会
歳
入
歳
出
決
算
の
認
定
に
つ
い
て

認
定
第
3
号
【
可　

決
】

平
成
17
年
度
山
口
県
東
部
地
方
税
整
理

組
合
一
般
会
計
歳
入
歳
出
決
算
の
認
定

に
つ
い
て

議
案
第
33
号
【
可　

決
】

平
成
18
年
度
和
木
町
一
般
会
計
補
正
予

算
（
第
2
号
）

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に
そ
れ
ぞ
れ

7
1
，
2
3
8
千
円
を
追
加
し
、
総
額

を
3
，
8
3
2
，
2
9
1
千
円
と
す
る

も
の
。

議
案
第
34
号
【
可　

決
】

平
成
18
年
度
和
木
町
国
民
健
康
保
険
特

別
会
計
補
正
予
算
（
第
1
号
）

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に
そ
れ
ぞ
れ

8
1
，
8
3
0
千
円
を
追
加
し
、
総
額

を
6
2
3
，8
8
3
千
円
と
す
る
も
の
。

議
案
第
35
号
【
可　

決
】

平
成
18
年
度
和
木
町
簡
易
水
道
事
業
特

別
会
計
補
正
予
算
（
第
1
号
）

議
案
第
36
号
【
可　

決
】

平
成
18
年
度
和
木
町
交
通
災
害
共
済
事

業
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
1
号
）

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に
そ
れ
ぞ
れ

1
，
0
0
0
千
円
を
追
加
し
、
総
額
を

4
，
5
0
1
千
円
と
す
る
も
の
。

議
案
第
37
号
【
可　

決
】

平
成
18
年
度
和
木
町
公
共
下
水
道
事
業

特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
1
号
）

議
案
第
38
号
【
可　

決
】

平
成
18
年
度
和
木
町
老
人
保
健
特
別
会

計
補
正
予
算
（
第
1
号
）

議
案
第
39
号
【
可　

決
】

平
成
18
年
度
和
木
町
介
護
保
険
特
別
会

計
補
正
予
算
（
第
1
号
）

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に
そ
れ
ぞ
れ

2
3
，
1
2
8
千
円
を
追
加
し
、
総
額

を
3
7
1
，4
8
6
千
円
と
す
る
も
の
。

平
成
18
年
第
3
回
和
木
町
議
会
定
例
会
が
9
月
11
日
か
ら
9
月
26
日
ま
で
の
16
日
間
の
会
期
で
開
催
さ
れ
、
報
告
4
件
、
同
意
2
件
、
認

定
3
件
、
議
案
24
件
、
請
願
1
件
、
発
議
1
件
に
つ
い
て
審
議
さ
れ
ま
し
た
。

平
成
18
年
第
3
回
和
木
町
議
会
定
例
会
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議
案
第
40
号
【
可　

決
】

和
木
町
安
全
で
安
心
な
ま
ち
づ
く
り
条

例
に
つ
い
て

議
案
第
41
号
【
可　

決
】

和
木
町
蜂
ヶ
峯
総
合
公
園
管
理
運
営
基

金
条
例
に
つ
い
て

議
案
第
42
号
【
可　

決
】

和
木
町
国
民
健
康
保
険
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

議
案
第
43
号
【
可　

決
】

和
木
町
道
路
線
の
認
定
に
つ
い
て

議
案
第
44
号
【
可　

決
】

岩
国
地
区
消
防
組
合
規
約
の
変
更
に
関

す
る
協
議
に
つ
い
て

議
案
第
45
号
【
可　

決
】

山
口
県
市
町
村
災
害
基
金
組
合
の
解
散

に
関
す
る
協
議
に
つ
い
て

議
案
第
46
号
【
可　

決
】

山
口
県
市
町
村
職
員
退
職
手
当
組
合
の

解
散
に
関
す
る
協
議
に
つ
い
て

議
案
第
47
号
【
可　

決
】

山
口
県
市
町
村
消
防
団
員
補
償
等
組
合

の
解
散
に
関
す
る
協
議
に
つ
い
て

議
案
第
48
号
【
可　

決
】

山
口
県
市
町
村
非
常
勤
職
員
公
務
災
害

補
償
組
合
の
解
散
に
関
す
る
協
議
に
つ

い
て

議
案
第
49
号
【
可　

決
】

山
口
県
市
町
村
公
平
委
員
会
の
共
同
設

置
の
廃
止
に
関
す
る
協
議
に
つ
い
て

議
案
第
50
号
【
可　

決
】

山
口
県
自
治
会
館
管
理
組
合
の
解
散
に

関
す
る
協
議
に
つ
い
て

議
案
第
51
号
【
可　

決
】

山
口
県
市
町
村
災
害
基
金
組
合
の
解
散

に
伴
う
財
産
処
分
に
関
す
る
協
議
に
つ

い
て

議
案
第
52
号
【
可　

決
】

山
口
県
市
町
村
職
員
退
職
手
当
組
合
の

解
散
に
伴
う
財
産
処
分
に
関
す
る
協
議

に
つ
い
て

議
案
第
53
号
【
可　

決
】

山
口
県
市
町
村
消
防
団
員
補
償
等
組
合

の
解
散
に
伴
う
財
産
処
分
に
関
す
る
協

議
に
つ
い
て

議
案
第
54
号
【
可　

決
】

山
口
県
市
町
村
非
常
勤
職
員
公
務
災
害

補
償
組
合
の
解
散
に
伴
う
財
産
処
分
に

関
す
る
協
議
に
つ
い
て

議
案
第
55
号
【
可　

決
】

山
口
県
自
治
会
館
管
理
組
合
の
解
散
に

伴
う
財
産
処
分
に
関
す
る
協
議
に
つ
い
て

議
案
第
56
号
【
可　

決
】

山
口
県
市
町
総
合
事
務
組
合
の
設
立
に

つ
い
て

発
議
第
2
号
【
否　

決
】

和
木
町
議
会
議
員
の
定
数
を
定
め
る
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

請
願
第
1
号
【
不
採
択
】

和
木
町
議
会
議
員
の
定
数
削
減
に
関
す

る
請
願
書
に
つ
い
て

厚
生
功
労
者
表
彰

ま
ち
の
話
題

　

9
月
24
日
、
石
山
富
治
さ
ん
（
和
木
）

が
満
90
歳
の
誕
生
日
を
迎
え
ら
れ
、
古
木

町
長
か
ら
長
寿
の
お
祝
い
と
し
て
、
賞
状

と
記
念
品
が
贈
呈
さ
れ
、
笑
顔
で
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
す
と
答
え
ら
れ
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
健
康
に
気
を
つ
け
ら
れ
、
い

つ
ま
で
も
長
生
き
し
て
く
だ
さ
い
。

石山富治さん

ま
ち
の
話
題

新
駅
整
備
に
寄
付

　

8
月
23
日
、
和
木
駅
設
置
期
成
同
盟
会

主
催
の
カ
ラ
オ
ケ
大
会
（
小
林
実
行
委
員

長
）
が
行
わ
れ
、
収
益
金
の
一
部
を
J
R

新
駅
整
備
事
業
に
役
立
て
て
欲
し
い
と
金

一
封
を
託
し
ま
し
た
。

　

こ
の
後
、
古
木
町
長
か
ら
和
木
駅
設
置

期
成
同
盟
会
（
森
田
孝
雄
会
長
）
に
手
渡

さ
れ
ま
し
た
。

老
連
社
会
奉
仕

ま
ち
の
話
題

　

9
月
20
日
、
全
国
一
斉
に
実
施
さ
れ
た

「
社
会
奉
仕
活
動
の
日
」
に
和
木
町
老
人

ク
ラ
ブ
連
合
会
（
藤
本
巖
会
長
）
の
会
員

約
3
0
0
名
が
参
加
。
体
育
セ
ン
タ
ー
で

出
発
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

老
連
は
、毎
年
こ
の
活
動
に
参
加
し「
き

れ
い
な
ま
ち
づ
く
り
」
に
汗
を
流
さ
れ
て

い
ま
す
。

古木町長に金一封を託す
小林実行委員長

教育委員に
選任された
池田尚之さん
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第
54
回
二
科
会
写
真
部
展
に
、
藤
本
真

由
美
さ
ん
（
和
木
地
区
）
作
品
名
「
ラ
ブ
」、

依
田
一
司
さ
ん
（
瀬
田
地
区
）
作
品
名
「
共

生
」
が
入
選
さ
れ
ま
し
た
。

全
国
二
科
会
に
入
選

ま
ち
の
話
題

　

9
月
1
日
、
読
売
セ
ン
タ
ー
岩
国
東
所

長
の
中
津
井
学
さ
ん
が
、
河
村
教
育
長
を

訪
ね
、
和
木
町
近
郊
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
サ

ッ
カ
ー
大
会
の
後
援
と
し
て
、
メ
ダ
ル
72

個
を
寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
ス
ポ
少

サ
ッ
カ
ー
部
（
壹
岐
敏
樹
監
督
）
が
主
催

す
る
「
第
13
回
和
木
町
近
郊
ス
ポ
ー
ツ
少

年
団
サ
ッ
カ
ー
大
会
」
を
盛
り
上
げ
る
た

め
に
贈
ら
れ
た
も
の
で
す
。

　

中
津
井
さ
ん
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。
こ
れ
か
ら
も
、
和
木
ス
ポ
ー
ツ
少
年

団
の
発
展
の
た
め
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

ス
ポ
少
に
メ
ダ
ル
寄
贈

ま
ち
の
話
題

　

8
月
20
日
か
ら
、
和
木
美
術
館
で
「
和

木
大
鉄
道
展
」が
商
工
会
青
年
部
主
催（
國

清
篤
会
長
）
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の

催
し
は
、
和
木
駅
（
仮
称
）
設
置
の
啓
蒙

活
動
の
一
環
と
し
て
行
わ
れ
た
も
の
で
、

山
陽
本
線
の
模
型
や
、
旧
国
鉄
時
代
の
資

料
も
数
多
く
展
示
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

体
験
コ
ー
ナ
ー
も
設
け
ら
れ
、
夏
休
み
中

の
子
ど
も
た
ち
に
は
大
盛
況
と
な
り
ま
し

た
。
な
お
、こ
の
期
間
中
の
来
場
者
数
は
、

2
，
3
9
1
人
を
記
録
し
ま
し
た
。

和
木
大
鉄
道
展
を
開
催

ま
ち
の
話
題

　

9
月
16
日
、
文
化
会
館
で
町
内
在
住

の
方
8
6
0
名
（
男
性
3
1
4
名
、
女
性

5
4
6
名
）
を
対
象
と
し
た
「
和
木
町
敬

老
会
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

式
典
で
古
木
町
長
は
「
現
在
の
我
が
国

の
平
均
寿
命
は
男
女
平
均
で
82
歳
と
な
り

ま
し
た
。
ま
た
、
W
H
O
が
発
表
し
て
い

る
健
康
寿
命
は
75
歳
を
超
え
て
い
ま
す
。

何
よ
り
も
大
切
な
こ
と
は
、
こ
の
健
康
寿

命
を
更
に
伸
ば
す
こ
と
で
、
日
頃
か
ら
積

極
的
な
健
康
づ
く
り
、
仲
間
作
り
、
生
き

が
い
の
あ
る
毎
日
を
過
ご
す
こ
と
が
大
切

で
す
。
元
気
に
、
い
つ
ま
で
も
長
生
き
を

し
て
く
だ
さ
い
。」
と
あ
い
さ
つ
。
代
表

の
方
に
記
念
品
を
贈
呈
し
ま
し
た
。

　

今
年
の
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
は
「
四
境
太

鼓
、
広
島
ジ
ュ
ニ
ア
マ
リ
ン
バ
ア
ン
サ

ン
ブ
ル
」
で
、
子
ど
も
た
ち
の
さ
わ
や
か

で
元
気
な
演
奏
に
出
席
さ
れ
た
皆
さ
ん
は
、

大
変
喜
ん
で
い
ま
し
た
。

和
木
町
敬
老
会
開
催

ま
ち
の
話
題

「Nゲージ」に夢中の子どもたち

作品名「ラブ」

年齢別一覧

今年度 80歳に
なられる方

男　性
18名

女　性
38名

今年度 88歳に
なられる方

男　性
 6 名

女　性
18名

今年度 95歳に
なられる方

男　性
 2 名

女　性
 7 名

今年度 99歳に
なられる方

男　性
 2 名

女　性
 5 名

95歳代表者の高倉武さん

四境太鼓と広島ジュニアマリンバのアンサンブル
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み
んな
の笑
顔で地域イキイキ！ “

じ

ぶ
ん”
輝く生涯

学
習

生涯学習のマスコットです。
かわいがってネ

社会きょういくコーナー
社会教育広報通算343号

わき あい愛
親
と
子
の
や
く
そ
く
カ
レ
ン
ダ
ー

　

現
在
、
家
庭
教
育
の
在
り
方
で
、
重
視

さ
れ
て
い
る
の
が
親
子
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
と
子
ど
も
の
基
本
的
生
活
習
慣
の

確
立
だ
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
和
木
町
地

域
家
庭
教
育
推
進
協
議
会
で
は
、
国
か
ら

の
委
託
を
受
け
て
、「
家
庭
の
元
気
応
援

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
の
一
環
と
し
て
、
夏
休

み
に
小
学
1
年
生
を
対
象
に
「
親
子
の
約

束
カ
レ
ン
ダ
ー
」
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

●
約
束
の
内
容
で
は

・
早
寝
、
早
起
き

・
時
間
を
守
る

・
あ
い
さ
つ
を
す
る

・
手
伝
い（
お
花
の
水
や
り
・
お
風
呂
掃
除
）

な
ど
、
基
本
的
な
生
活
習
慣
を
身
に
つ
け

さ
せ
る
上
で
大
切
な
内
容
が
多
か
っ
た
で

す
。
中
に
は
、「
グ
ス
グ
ス
言
わ
な
い
」

や
「
姉
妹
げ
ん
か
を
し
な
い
」
な
ど
も
あ

り
ま
し
た
。

●
実
施
し
た
感
想
は

・
茶
碗
洗
い
な
ど
、
親
子
で
一
緒
に
し
た

り
、
私
が
体
調
の
悪
い
時
な
ど
、
す
す
ん

で
洗
い
物
を
し
て
く
れ
た
り
し
て
、「
こ

ん
な
こ
と
ま
で
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
ん

だ
な
ぁ
。」
と
思
う
こ
と
が
で
き
て
う
れ

し
か
っ
た
で
す
。
洗
う
時
に
水
道
を
出
し

っ
ぱ
な
し
に
し
な
い
。
な
ど
、
自
分
か
ら

ム
ダ
を
し
な
い
よ
う
に
気
を
つ
け
な
が
ら

お
手
伝
い
し
て
い
る
の
を
み
て
「
す
ご
い

な
」
と
思
い
ま
し
た
。

・
全
体
的
に
規
則
正
し
く
し
っ
か
り
し
た

生
活
に
な
っ
た
よ
う
に
感
じ
ま
し
た
。

・
約
束
し
て
い
な
い
所
（
部
分
）
ま
で
し

て
く
れ
て
た
り
、
す
ご
い
な
と
思
い
ま
し

た
。
段
取
り
も
よ
い
で
す
。

・
夏
休
み
前
は
、
少
し
希
望
も
あ
っ
た
の

で
す
が
、
日
々
怠
惰
に
な
っ
て
し
ま
い
ま

し
た
。
ま
だ
、
1
年
と
い
う
こ
と
も
あ
っ

て
甘
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　

感
想
は
さ
ま
ざ
ま
で
す
が
、
家
庭
の
中

で
親
子
の
関
わ
り
を
た
く
さ
ん
も
ち
、
親

と
し
て
、
子
と
し
て
そ
れ
ぞ
れ
成
長
し
て

ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

　
「
親
と
子
の
約
束
カ
レ
ン
ダ
ー
」
は
数

部
、
教
育
委
員
会
に
ご
ざ
い
ま
す
。
ご
希

望
の
方
に
は
、
さ
し
あ
げ
ま
す
の
で
チ
ャ

レ
ン
ジ
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

　

ふ
る
さ
と
の
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
し
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
と
お
し
て
地
域
に
貢
献

し
て
く
れ
る
青
少
年
を
募
集
し
て
い
ま
す
！

活
動
日
時
▼
10
月
29
日
㈰
8
時
〜
16
時
30

分
ま
で
（
一
日
を
と
お
し
て
。）

場　

所
▼
和
木
中
学
校
及
び
そ
の
周
辺

対　

象
▼
和
木
小
学
校
6
年
生
、
和
木
中

学
校
生
徒
、
町
内
在
住
の
高
校
生

活
動
内
容
▼
北
海
道
産
直
バ
ザ
ー
の
準
備
、

ス
テ
ー
ジ
セ
ッ
テ
ィ
ン
グ
、
会
場
清
掃
な
ど

申
込
方
法
▼
小
中
学
生
は
学
校
を
通
じ
て

配
布
す
る
申
込
書
に
必
要
事
項
を
記
入
し

（
保
護
者
の
承
諾
、
捺
印
が
必
要
）
学
校

へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
高
校
生
は
直
接

教
育
委
員
会
へ
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

締
切
り
▼
10
月
12
日
㈭

問
合
せ
▼
わ
き
愛
あ
い
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

実
行
委
員
会 

（
☎
53

－

3
1
2
3
）

　

自
分
た
ち
の
成
人
式
を
、
自
分
た
ち
で

つ
く
り
あ
げ
て
み
ま
せ
ん
か
。

対　

象
▼
昭
和
61
年
4
月
2
日
か
ら
、
昭

和
62
年
4
月
1
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
方

仕
事
内
容
▼
成
人
式
の
企
画
・
運
営
な
ど

成
人
式
日
時
▼
平
成
19
年
1
月
7
日
㈰

受　

付
▼
10
時
30
分
〜

式　

典
▼
11
時
〜
11
時
30
分

ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
▼
12
時
〜
13
時

問
合
せ
▼
教
育
委
員
会

 

（
☎
53

－

3
1
2
3
）

『
わ
き
愛
あ
い
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
』

青
少
年
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

平
成
19
年
成
人
式

実
行
委
員
募
集
!
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へ
の
お
土
産
に
ま
つ
わ
る
話
で
す
。私
は
、

日
本
を
出
発
す
る
前
に
、
日
本
の
お
菓
子

を
た
く
さ
ん
準
備
し
て
い
ま
し
た
。
入
国

す
る
と
き
税
関
で
機
械
が
反
応
し
ま
し

た
。
お
菓
子
を
没
収
さ
れ
る
の
を
お
そ
れ

た
私
が
「
こ
れ
は
日
本
の
お
菓
子
で
す
。」

と
英
語
で
語
り
か
け
る
と
、
係
員
が
カ
バ

ン
の
中
の
お
菓
子
を
見
て
、
か
な
り
興
奮

気
味
に
「
オ
ー
、
ジ
ャ
パ
ニ
ー
ズ
ス
ナ
ッ

ク
!
フ
ォ
ー
」
と
反
応
し
た
だ
け
で
な
く

「
エ
ン
ジ
ョ
イ
、
ユ
ア
、
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
」

と
言
っ
て
く
れ
ま
し
た
。
驚
い
た
け
れ

ど
う
れ
し
く
思
い
ま
し
た
。
私
は
、
ホ
ー

ム
ス
テ
イ
を
し
た
そ
の
日
に
ホ
ス
ト
フ
ァ

ミ
リ
ー
み
ん
な
に
お
菓
子
を
プ
レ
ゼ
ン
ト

し
、
全
員
に
そ
れ
ぞ
れ
試
食
し
て
も
ら
い

ま
し
た
。
私
が
単
語
を
並
べ
て
「
一
番
好

き
な
の
は
こ
れ
!
」
と
か
自
分
の
好
み
を

話
し
て
い
る
と
「
あ
な
た
は
英
語
の
使
い

方
が
よ
い
」
と
ほ
め
て
く
れ
ま
し
た
。
こ

ん
な
風
に
す
れ
ば
よ
い
の
だ
と
自
信
が
芽

生
え
て
き
ま
し
た
。

　

二
つ
目
は
、
尋
ね
ら
れ
た
こ
と
に
対

す
る
答
え
方
に
つ
い
て
で
す
。
ホ
ス
ト
フ

ァ
ミ
リ
ー
に
初
め
て
会
っ
た
日
、
ま
だ

お
互
い
に
打
ち
解
け
合
っ
て
い
な
い
段
階

で
、「
あ
な
た
は
今
晩
何
が
食
べ
た
い
で

す
か
。」
と
聞
か
れ
ま
し
た
。
私
は
、
返

答
に
困
っ
て
「
お
任
せ
で
…
」
と
言
っ
て

し
ま
い
ま
し
た
。
す
る
と
と
て
も
困
っ
た

表
情
を
さ
れ
ま
し
た
。
日
本
の
感
覚
で
は

相
手
に
お
任
せ
を
す
る
と
答
え
る
と
お
互

い
に
「
一
応
尋
ね
た
」、「
一
応
こ
た
え
た
」

と
い
う
安
心
感
が
生
ま
れ
ま
す
。
私
は
よ

く
人
に
任
せ
て
ば
か
り
で
、
自
分
の
意
見

は
何
も
言
わ
な
か
っ
た
こ
と
が
こ
れ
ま
で

多
々
あ
り
ま
し
た
。
こ
の
場
面
で
、
ホ
ス

ト
マ
ザ
ー
は
何
が
食
べ
た
い
か
と
い
う
私

の
明
確
な
意
思
を
尋
ね
ら
れ
た
の
で
す
。

「
お
任
せ
」
は
「
何
で
も
い
い
」
と
い
う

こ
と
に
な
り
、
ホ
ス
ト
マ
ザ
ー
が
困
る
の

も
無
理
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

こ
の
出
来
事
が
き
っ
か
け
で
、
次
の

日
か
ら
は
、
あ
い
ま
い
な
答
え
を
し
な
い

よ
う
に
注
意
し
ま
し
た
。
ホ
ー
ム
ス
テ
イ

の
生
活
場
面
で
は
必
ず
「
私
は
こ
う
思
う

ん
だ
け
ど
、
あ
な
た
は
ど
う
思
う
?
」
と

か
「
私
は
こ
れ
を
食
べ
る
け
れ
ど
あ
な
た

は
ど
ち
ら
を
食
べ
る
?
」
な
ど
と
尋
ね
て

き
ま
す
。
そ
の
た
び
に
自
分
の
意
思
を
は

っ
き
り
伝
え
ま
し
た
。
す
る
と
「
あ
な
た

は
こ
こ
数
日
の
間
で
と
て
も
積
極
的
に
な

り
ま
し
た
ね
。」
と
言
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

私
は
、
と
て
も
嬉
し
く
ま
た
自
信
に
も
な

り
ま
し
た
。

　

さ
て
、
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
期
間
中
は
、
オ

ー
ス
ト
ラ
リ
ア
に
し
か
な
い
お
菓
子
や
料

理
を
た
く
さ
ん
ご
ち
そ
う
に
な
り
ま
し

た
。
印
象
に
残
っ
て
い
る
の
は
、
リ
ク
リ

ッ
シ
ュ
と
ベ
ジ
マ
イ
ト
と
ミ
ー
ト
パ
イ
で

す
。
リ
ク
リ
ッ
シ
ュ
は
こ
ち
ら
に
し
か
な

い
お
菓
子
で
す
が
、
お
世
辞
に
も
お
い
し

い
と
は
言
え
ま
せ
ん
。
ベ
ジ
マ
イ
ト
は
パ

ン
に
ぬ
る
も
の
の
よ
う
で
す
が
、
に
お
い

か
ら
し
て
受
け
つ
け
ず
、
味
は
さ
ら
に
す

ご
い
も
の
で
し
た
。
ミ
ー
ト
パ
イ
は
お
昼

に
よ
く
食
べ
る
み
た
い
で
、
中
は
熱
々
、

外
は
パ
リ
パ
リ
で
お
い
し
か
っ
た
で
す
。

そ
の
ほ
か
に
も
、
ホ
ッ
ト
チ
ョ
コ
レ
ー
ト

や
テ
ィ
ム
タ
ム
、
ラ
ザ
ニ
ア
な
ど
も
ご
ち

　

私
は
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
へ
行
っ
て

自
分
が
少
し
変
わ
っ
た
よ
う
な
気
が
し
ま

す
。
何
よ
り
自
分
か
ら
積
極
的
に
発
言
す

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
代
表
的
な
エ
ピ

ソ
ー
ド
が
二
つ
あ
り
ま
す
。

　

ま
ず
一
つ
目
は
、
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー

オーストラリアへ

ホームステイ
8月7日から21日にかけて和木中学校生徒20名がオーストラリアで国際交流

意
志
を
伝
え
る
大
切
さ

和
木
中
学
校
3
年　

道
篤　

有
希
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そ
う
し
て
く
れ
ま
し
た
。
私
は
ち
ゃ
ん
と

ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
に
「
お
い
し
い
。」、

「
お
し
く
な
い
。」
と
目
を
見
て
意
思
を
伝

え
る
よ
う
に
し
ま
し
た
。
す
る
と
「
あ
な

た
は
本
当
に
な
ん
で
も
ト
ラ
イ
す
る
子
ど

も
で
す
ね
。
し
か
も
、
あ
な
た
は
ち
ゃ
ん

と
ア
イ
コ
ン
タ
ク
ト
が
で
き
て
と
て
も
よ

い
で
す
。」
と
ほ
め
て
く
れ
ま
し
た
。

　

私
は
、
高
校
を
卒
業
し
た
ら
も
う
一
度

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
に
行
っ
て
み
た
い
と
思

っ
て
い
ま
す
。
次
に
訪
れ
る
と
き
は
、
も

っ
と
英
語
力
を
つ
け
て
、
自
分
の
考
え
や

意
志
を
的
確
に
伝
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
り

た
い
で
す
。

　

今
回
こ
の
よ
う
な
と
て
も
貴
重
な
体
験

を
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
こ
と
に
本
当
に
感

謝
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
こ
の
体
験
が

将
来
役
立
つ
よ
う
に
努
力
し
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

　

こ
の
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
英
語
研
修
で
僕
が

一
番
不
安
だ
っ
た
の
は
、
ホ
ー
ム
ス
テ
イ

先
の
家
族
や
出
会
う
人
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
で
し
た
。
英
語
で
な
い
と
通
じ

な
い
の
で
、
う
ま
く
や
っ
て
い
け
る
か
な

と
考
え
て
い
ま
し
た
。
自
分
か
ら
積
極
的

に
か
か
わ
っ
て
い
こ
う
と
す
る
思
い
と
共

に
、
英
語
で
う
ま
く
会
話
で
き
る
だ
ろ
う

か
と
い
う
不
安
が
あ
り
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
で
出
会
っ

た
方
々
は
、一
人
ひ
と
り
が
個
性
豊
か
で
、

自
分
か
ら
話
し
か
け
な
く
て
も
、
次
々
に

話
を
き
り
だ
し
て
く
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

僕
が
時
々
英
語
で
つ
ま
っ
た
り
、
話
し
か

け
ら
れ
た
内
容
を
理
解
で
き
な
か
っ
た
り

し
た
時
も
、
困
っ
た
表
情
を
見
せ
る
と
、

相
手
が
伝
え
た
い
事
を
必
死
に
な
っ
て
、

身
振
り
手
振
り
で
伝
え
て
く
れ
ま
し
た
。

そ
れ
を
見
て
い
る
だ
け
で
、
オ
ー
ス
ト
ラ

リ
ア
の
人
々
は
素
晴
ら
し
い
と
感
じ
ま
し

た
。
や
は
り
、
日
本
人
と
違
っ
た
も
の
を

た
く
さ
ん
持
っ
て
い
る
と
感
じ
ま
し
た
。

何
故
日
本
人
は
「
内
気
」
な
ど
と
言
わ
れ

る
の
か
が
、
分
か
っ
た
気
が
し
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
人
々
が

日
本
人
と
大
き
く
違
う
と
思
っ
た
の
は
、

他
国
に
つ
い
て
の
関
心
で
す
。
日
本
人
が

い
る
と
、
す
ぐ
に
話
し
か
け
て
き
て
く
れ

て
、
日
本
に
つ
い
て
の
質
問
を
た
く
さ
ん

し
ま
す
。
日
本
に
つ
い
て
も
っ
と
知
り
た

い
と
い
う
思
い
が
伝
わ
っ
て
き
ま
し
た
。

そ
し
て
、
も
う
一
つ
大
き
く
違
っ
た
も
の

は
、
笑
い
で
す
。
冗
談
を
言
う
の
が
大
好

き
で
、
笑
う
事
も
大
好
き
で
、
ど
の
場
面

で
も
笑
顔
が
溢
れ
て
い
ま
し
た
。
ホ
ス
ト

フ
ァ
ミ
リ
ー
と
過
ご
し
て
い
て
も
、
言
っ

て
い
る
こ
と
の
半
分
は
冗
談
で
は
な
い
の

か
と
感
じ
る
く
ら
い
、
笑
い
が
絶
え
ま
せ

ん
で
し
た
。

　

し
か
し
、
全
て
が
日
本
人
と
違
う
の
で

は
な
く
、
や
は
り
一
緒
の
部
分
も
あ
り
ま

し
た
。「
日
本
人
は
、思
い
や
り
が
あ
る
。」

な
ど
と
言
わ
れ
ま
す
が
、
そ
れ
は
日
本
に

限
っ
た
こ
と
で
は
な
く
、
世
界
共
通
だ
と

感
じ
ま
し
た
。
日
本
か
ら
来
て
、
何
も
分

か
ら
な
い
僕
を
、
優
し
く
迎
え
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア

で
は
「
ど
う
い
た
し
ま
し
て
。」
と
い
う

言
葉
を
た
く
さ
ん
言
っ
て
い
ま
し
た
。
日

本
で
は
少
し
の
こ
と
で
は
使
う
こ
と
は
あ

り
ま
せ
ん
が
、
あ
ち
ら
で
は
一
つ
ひ
と
つ

の
「
あ
り
が
と
う
」
に
「
ど
う
い
た
し
ま

し
て
」
を
必
ず
言
っ
て
い
ま
し
た
。
個
性

豊
か
で
も
、
優
し
さ
は
み
ん
な
す
ば
ら
し

い
も
の
を
持
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
し
て
、

景
色
や
観
光
だ
け
で
は
学
べ
な
い
、
人
々

と
の
深
い
交
流
か
ら
生
ま
れ
た
発
見
に
よ

っ
て
、
こ
れ
か
ら
の
自
分
の
人
生
に
大
切

な
一
歩
を
踏
み
出
し
た
気
が
し
ま
し
た
。

　

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
14
日
間
は
、
日
本

と
は
全
く
違
う
も
の
が
あ
り
、
驚
き
の
連

続
で
し
た
。
素
晴
ら
し
い
発
見
が
、
今
回

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
と
い
う
一
カ
国
に
行
っ

た
だ
け
で
、た
く
さ
ん
見
つ
か
り
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
人
々
だ
け
で
な
く
色
々
な
部
分

で
、
日
本
と
重
な
る
点
が
あ
り
ま
し
た
。

こ
の
こ
と
か
ら
、
日
本
が
良
い
と
か
海
外

が
良
い
と
か
は
、
決
め
ら
れ
な
く
な
り
ま

し
た
。
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
は
な
に
よ
り
広

く
て
、
都
会
の
中
に
も
自
然
が
溢
れ
て
い

ま
し
た
。
外
に
出
る
と
、
い
つ
も
新
鮮
な

空
気
で
素
晴
ら
し
い
国
で
し
た
。
人
生
の

中
で
も
う
一
度
訪
れ
た
い
国
に
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
英
語
研
修
は
二
週
間
と
い
う
少
し

の
間
で
し
た
が
、
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
を
し
た

こ
と
に
よ
っ
て
、
英
語
は
少
し
で
す
が
上

達
し
ま
し
た
し
、
毎
日
た
く
さ
ん
の
刺
激

に
出
会
い
、
一
生
分
の
発
見
を
し
た
気
が

し
ま
し
た
。
そ
し
て
、
海
外
や
日
本
に
つ

い
て
も
深
く
考
え
る
き
っ
か
け
に
な
っ
た

と
思
い
ま
し
た
。
本
当
に
良
い
体
験
を
し

ま
し
た
。

　

こ
の
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
に
参
加
さ
せ
て

く
だ
さ
っ
た
方
々
に
心
か
ら
感
謝
し
、

「
T
H
A
N
K　

Y
O
U
」
と
言
い
た
い

で
す
。

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
人
々

和
木
中
学
校
3
年　

村
田　

竜
也
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2
0
0
6
和
木
町
文
化
協
会
文
化
祭

展
示
期
間
▼
10
月
20
日
㈮
〜
11
月
19
日

㈰
10
時
〜
17
時

会　

場
▼
和
木
美
術
館（
ア
ー
ト
ウ
ィ
ン
グ
）

展
示
の
ご
案
内
／
期
間
別

■
10
月
20
日
㈮
〜
22
日
㈰

・
池
坊
生
花　

・
専
正
池
防
生
花

・
未
生
流
生
花　

・
草
月
流
生
花

・
俳
句
教
室

（
22
日
）
裏
千
家
抹
茶
10
時
〜
15
時

■
10
月
26
日
㈭
〜
29
日
㈰

・
翠
洋
書
道
会　

・
総
合
書
道

・
明
水
書
道
会　

・
陶
芸
教
室

〈
陶
芸
特
別
出
品
〉

藤
川　

暁
子　

・
宮
本　

健
吾

（
29
日
）
小
笠
原
流
礼
法
煎
茶

 

10
時
〜
15
時

■
11
月
2
日
㈭
〜
5
日
㈰

・
短
歌
会　

・
あ
ざ
み
の
会

・
和
木
愛
石
会

・
和
木
フ
ォ
ト
ク
ラ
ブ

■
11
月
9
日
㈭
〜
12
日
㈰

・
和
木
美
術
部　
・
子
ど
も
絵
画
教
室

・
絵
画（
個
人
）　
・
木
彫
り（
個
人
）

〈
絵
画
特
別
出
品
〉

三
分
一　

貴
司　

島
崎　

こ
ず
え

■
11
月
17
日
㈮
〜
19
日
㈰

・
洋
裁
・
手
編
み
・
機
械
編
み

日　

時
▼
11
月
12
日
㈰

式　

典
▼
12
時
30
分
〜
芸
能
祭
13
時
〜

会　

場
▼
文
化
会
館

出
場
団
体
名
（
順
不
同
）

尺
八

コ
ー
ラ
ス
「
あ
ひ
る
」

日
本
舞
踊

民
踊
す
み
れ
会

レ
イ
フ
ラ
ワ
ー
和
木

馨
風
流
詩
舞
道

童
謡
唱
歌
を
歌
う
会
「
赤
と
ん
ぼ
」

カ
ラ
オ
ケ
同
好
会

和
木
紅
鴉

馨
風
流
吟
剣
詩
舞
道

民
踊
こ
す
も
す

不
二
心
流
吟
剣
詩
舞
道

大
正
琴
（
琴
伝
）

公
民
館
民
踊
部

筝
・
三
弦
生
田
流
正
派
邦
楽
会

社
交
ダ
ン
ス
金
曜
会

和
木
ル
ン
ル
ン
ク
ラ
ブ

社
交
ダ
ン
ス
水
曜
会

和
木
マ
ン
ド
リ
ン
ア
ン
サ
ン
ブ
ル

民
踊
ひ
ま
わ
り

民
謡
か
お
り
会

問
合
せ
▼
和
木
町
文
化
協
会

 

（
☎
52

－

2
1
9
1
）

わき愛あいフェスティバル前夜祭
日　時 ▼ 10月28日㈯

予　選　12時～16時
本　選　18時30分～21時30分

場　所 ▼文化会館
特別ゲスト ▼ 和木町民踊部・四境太鼓保存会・日

本舞踊
申込み先・問合せ ▼ 10月12日㈭までに教育委員会

へ（定員65名）教育委員会（☎53－3123）
ゲスト ▼錦川愛子

①女の旅立ち
②えんか坂
③雪椿他メドレー六曲
④流れて津軽
⑤いざない街道錦帯橋

緑
の
風
薫
る
文
化
の
ま
ち

展
示
会

芸
能
祭

錦川　愛子
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世界遺産！
宮島の自然コースを楽しみませんか？

休
日
は
運
動
で
き
る
チ
ャ
ン
ス
!

　

過
ご
し
や
す
い
気
候
に
な
り
、
運
動
す

る
に
は
も
っ
て
こ
い
の
10
月
。
平
日
運
動

す
る
時
間
が
な
い
人
は
、
休
み
の
日
に
30

分
程
度
、
ま
と
め
て
運
動
し
て
み
ま
し
ょ

う
。
少
し
遠
出
し
て
、
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
や

サ
イ
ク
リ
ン
グ
の
で
き
る
公
園
や
専
用

コ
ー
ス
の
あ
る
河
川
敷
ま
で
行
っ
て
も
い

い
で
し
ょ
う
。

　

緑
の
多
い
郊
外
で
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
や

サ
イ
ク
リ
ン
グ
を
楽
し
め
ば
、
平
日
と
は

違
っ
た
気
分
で
運
動
で
き
ま
す
。
さ
わ
や

か
な
秋
空
の
下
、
紅
葉
や
落
葉
な
ど
自
然

の
移
り
変
わ
り
を
感
じ
取
り
ま
し
ょ
う
。

自
宅
近
く
の
周
回
コ
ー
ス
を
作
ろ
う

　

自
宅
周
辺
で
、
あ
ら
か
じ
め
ウ
ォ
ー
キ

ン
グ
・
サ
イ
ク
リ
ン
グ
コ
ー
ス
を
つ
く
っ

て
お
き
、
日
ご
ろ
時
間
が
な
く
て
通
ら
な

か
っ
た
コ
ー
ス
で
運
動
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

公
園
で
の
び
の
び

　

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
な
ど
の
専
用
コ
ー
ス
が

あ
る
公
園
や
河
川
敷
な
ら
、
安
全
に
運
動

に
取
り
組
め
ま
す
。
自
宅
か
ら
公
園
ま
で

の
移
動
も
準
備
運
動
の
つ
も
り
で
。

休
み
の
日
は
気
分
転
換

　

緑
の
多
い
郊
外
に
出
か
け
、
新
鮮
な
空

気
の
中
で
運
動
し
ま
し
ょ
う
。
平
日
に
自

転
車
に
乗
る
機
会
の
な
い
人
は
、
休
み
の

日
は
積
極
的
に
サ
イ
ク
リ
ン
グ
を
取
り
入

れ
て
運
動
内
容
に
変
化
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

運
動
を
続
け
る
コ
ツ

①
最
初
は
無
理
せ
ず
ゆ
っ
く
り
と

　

足
を
痛
め
る
ほ
ど
無
理
を
す
る
と
、
つ

づ
け
ら
れ
ま
せ
ん
。

②
一
緒
に
運
動
す
る
相
手
を
探
そ
う

　

パ
ー
ト
ナ
ー
が
い
れ
ば
楽
し
く
、
時
間

も
長
く
感
じ
な
く
な
り
ま
す
。

③
目
標
を
も
ち
、
ク
リ
ア
し
た
ら
自
分
に

ご
褒
美
を

　

一
週
間
単
位
や
目
標
体
重
を
ク
リ
ア

し
た
ら
ほ
し
い
も
の
を
買
う
な
ど
、
励
み

に
な
る
よ
う
な
ご
褒
美
を
考
え
て
お
き
ま

し
ょ
う
。

　

自
然
観
察
を
し
な
が
ら
楽
し
く
ウ
ォ
ー

キ
ン
グ
す
る
イ
ベ
ン
ト
も
あ
り
ま
す
。
ぜ

ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

　秋の宮島の自然を満喫!「わあいクラブ」の子ど
もたちと一緒に､小学生の目線で自然観察ウォー
ク！秋の一日を楽しく､元気に過ごしましょう。
日　時 ▼  10月14日㈯10時～13時（現地集合・解散）

※雨天中止（8時に決定。ご確認ください。）
集　合 ▼  10時に宮島側の桟橋玄関口（フェリーで

渡る）に集合
コース ▼  宮島自然観察道（うぐいす歩道～もみじ

歩道～あせび歩道を巡り、大元公園でお
弁当を食べ解散（全コース約3㎞）

対　象 ▼小学生以上（小学生は保護者同伴）
費　用 ▼  往復交通費・飲食費等は実費負担、参加

費50円（写真代）
申込み・問合せ ▼  10月10日㈫までに保健相談セン

ター（☎52－7290）へ。
　　　　　　　　※先着20名で締め切ります。
備　考 ▼  歩きやすい靴・服装・帽子で、お弁当・

水筒等持参。傷害については、自己責任
でお願いします。

わき愛あいフェスティバルよちよち赤ちゃんよーいどん!
日　時 ▼ 10月29日㈰10時～11時
場　所 ▼中学校グラウンド内
対　象 ▼よちよち歩きができるお子さん
その他 ▼  当日母推テント内で受付。先着100名まで

参加賞あり。
主　催 ▼和木町母子保健推進協議会
問合せ ▼保健相談センター（☎52－7290）

ほのぼの☆もぐもぐ教室
「ほのぼの教室」のおばあちゃんに、秘伝の味を教
えてもらいましょう!
対象者 ▼幼児とその保護者　
日　時 ▼11月9日㈭10時～13時30分
場　所 ▼保健相談センター
内　容 ▼調理実習、お楽しみゲーム
参加費 ▼材料費実費（400円程度）
持ってくるもの ▼  母子手帳、エプロン、手拭タオル、

ふきん
申込み ▼  10月31日㈫までに保健相談センターへ
  （☎52－7290）※定員になり次第締め切り

保
健
師
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
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牛乳
ゼラチン

クリーム
チーズ

ジャム
ハチミツ

粉ゼラチン ................... 10g
水 ............................大さじ4
クリームチーズ ...........150g
牛乳 .........................150cc

ハチミツ ..................小さじ1
ブルーベリージャム ....150g
ミントの葉（あれば） ...... 6枚

健 康 カ レ ン ダ ー（10月16日～ 11月15日）
月　日（曜） 行　　事 対　　　象 受付時間 場　　所
10月18日㈬ 保健学級② 一般の方  9：30 ～ 11：00 保 セ

19日㈭
健康相談 一般の方  9：30 ～ 10：00 体 育 セ ン タ ー

プレイルーム 乳幼児とその保護者の方 10：00 ～ 15：00

保 セ

育児相談 乳幼児とその保護者の方 13：30 ～ 14：30
20日㈮ 元気アップ教室 一般の方 10：00 ～ 11：30

25日㈬ 1歳6 ヶ月児健診 平成17年3月～ 4月生まれ 12：45 ～ 13：003歳児健診 平成15年9月～ 10月生まれ

26日㈭ プレイルーム 乳幼児とその保護者の方 10：00 ～ 15：00
おはなし会 平成16年10月～ 17年1月生まれ 10：30 ～ 11：15

27日㈮ 保健学級③ 一般の方  9：30 ～ 11：00
31日㈫ ハロー 60 ！健康ふれあい塾 退職後の男性  9：30 ～ 15：00

11月 1日㈬ 献　　血 一般の方 10：00 ～ 12：00
13：00 ～ 15：30

2日㈭ 保健学級④ 一般の方  9：30 ～ 11：00
6日㈪ 健康相談 一般の方  9：30 ～ 10：00 関 ヶ 浜 分 館
7日㈫ 健康相談(糖尿病） 血糖が高めの方  9：00 ～ 11：30

保 セ8日㈬ 保健学級⑤ 一般の方  9：30 ～ 11：00
9日㈭ ほのぼの☆もぐもぐ教室 幼児とその保護者 10：00 ～ 13：30

13日㈪ キッズきっちん③ 小学３・４年生 13：30 ～ 16：30
保セ・・・保健相談センター　※11月9日㈭は行事のためプレイルームはお休みです。

200ml・400ml献血のお知らせ
　献血は、患者さんの生命を守る愛の活動です。
現在、全国的に血液が不足しています。多くの皆
さまのご協力をお待ちしています。
日　時 ▼11月1日㈬10時～12時、13時～15時30分
場　所 ▼保健相談センター

女性のがん予防講座
　乳がんは女性がもっとも多くかかるがんであり、
特に40～50歳の発症が増えています。乳がんにつ
いて理解を深めるために、専門医師の講座を開催
します。ぜひ、ご参加ください。
日　時 ▼ 10月21日㈯10時～11時30分
場　所 ▼文化会館1階講習室
入　場 ▼無料
主　催 ▼山口県
共　催 ▼和木町・和木町教育委員会・和木町婦人会
問合せ ▼保健相談センター（☎52－7290）

元気アップ教室のお知らせ
アロマテラピーで生活に潤いを。ストレス解消に
も最適!
日　時 ▼ 10月20日㈮10時～11時30分
場　所 ▼保健相談センター
内　容 ▼『秋のフレグランス』
準　備 ▼材料費500円、タオル1枚
申込み ▼  10月13日㈮までに保健相談センターへ

（☎52－7290）
　　　　※先着15名で締め切ります。

乳がん検診はお早めに
　18年度の乳がん検診対象者で、申込み済みの方
には5月に受診券つき通知書を配布しています。平
成19年3月31日までが受診券の有効期限です。お
早めに医療機関で検診を受けてください。（検査可
能な医療機関は、通知書に記載。）検診には、必ず
受診券を持参してください。

食推さんのおすすめメニュー

簡単にできて栄養満点のデザートです。（食推5班 石山美枝）

●作り方
①ゼラチンをふやかす
粉ゼラチンは、水を入れて15分ふやかす。
湯せん（80℃）にかけて、完全に溶かす。

②ミキサーで混ぜる
クリームチーズ、牛乳、ハチミツ、ブルーベリージャムの2/3
をミキサーに入れ、、なめらかになるまで攪拌する。①のゼ
ラチンも加え、混ぜる。

容器に流し入れ、冷蔵庫で冷やし固める。
残りのジャムとミントの葉を飾る。

ブルーベリーチーズケーキ（材料6人分）
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70歳以上または老人保健で医療を受ける人の所得区分判定基準（平成18年8月から）
　所得区分に応じて自己負担割合などが異なります。所得区分のうち現役並みの所得者お
よび低所得者Ⅰの判定基準が変わりました。

●現役並み所得者
　同一世帯に課税所得が145万円以上の70歳以上の国保被保険者または老人保健で医療を受ける国保被保
険者がいる人にあたります（老人保健で医療を受ける人の場合は、課税所得が145万円以上の70歳以上の
人、または老人保健で医療を受ける人がいる人にあたります）。ただし、70歳以上の国保被保険者および
老人保健で医療を受ける国保被保険者の収入の合計（老人保健で医療を受ける人の場合は、70歳以上の人
および老人保健で医療を受ける人の収入合計）が、2人以上の場合は520万円未満、1人の場合は383万円
未満であると申請した場合は「一般」の区分と同様になり、1割の負担となります。

●低所得者Ⅱ
　同一世帯の世帯主および国保被保険者（老人保健で医療を受ける人の場合は世帯の全員）が住民税非課
税の人（低所得者Ⅰ以外の人）にあたります。

●低所得者Ⅰ
　同一世帯の世帯主および国保被保険者（老人保健で医療を受ける人の場合は世帯の全員）が住民税非課
税で、その世帯の各所得が必要経費・控除（年金の所得は控除額を80万円として計算）を差し引いたとき
に0円となる人にあたります。
※ 低所得者Ⅰ・Ⅱの人は「限度額適用・標準負担額減額認定証」が必要となります。担当窓口に申請して
ください。

所得区分が上がる人には経過措置がある場合があります。（平成18年8月から2年間）

■公的年金等控除の見直し・老年者控除の廃止に伴う経過措置
　公的年金等控除の見直しおよび老年者控除の廃止により、現役並み所得者になった人については、課税
所得145万円以上213万円未満の場合（または収入の合計が高齢者複数世帯で520万円以上621万円未満、
高齢者単身世帯で383万円以上484万円未満と申請した場合）は、医療費が高額になったときの自己負担
限度額が「現役並み所得者」ではなく「一般」となります。

■住民税非課税措置の廃止に伴う経過措置
　老年者に係る住民税非課税措置の廃止により、低所得世帯の世帯員のうち一部が課税者になったが、課
税者が合計所得金額125万円以下で平成17年1月1日現在65歳以上の人のみの場合は、同一世帯内の非課
税者は、医療費が高額になったときの自己負担限度額および入院時の食事代の標準負担額が「低所得者Ⅱ※」
となります。
※老齢福祉年金受給者は「低所得者Ⅰ」となります。

問合せ ▼保健福祉課　国保・年金係（☎52－2135内線207）

が国保と老人保健が変わります!
平成18年10月1日から医療保険が改正され、医療費の自己負担などが変わります。 

平成18年10月から

70歳以上の人

1人世帯　　 383万円未満
2人以上世帯 520万円未満

1 課税所得 145万円以上213万円未満
2
※

収入の
合計金額★

高齢者が1人の世帯 383万円以上484万円未満
高齢者が2人以上の世帯 520万円以上621万円未満

※2の場合は、申請が必要です。
★70歳以上の人および老人保健で医療を受ける人の収入の合計金額
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国保料（医療分）のみを納めます。※介護分の負担はありません。
◆年度途中で40歳になったら
介護分は、40歳の誕生日のある月（1日が誕生日の方は前月）
の分から納めます。

医療分と介護分を合わせて、
ひとつの国保の保険料として納めます。
◆年度途中で65歳になったら
年度途中で、65歳になる方はその前月までの介護分を計算し
国保の保険料として年度末までの納期に分けて納めます。

国保の保険料は医療分のみを納め、
介護保険料は別に納めます。
※介護保険料は原則として
　年金から差し引かれます
　 年金の年額が18万円未満の方は、
　 町に納めます。

40歳未満 国保の保険料

医
療
分

40歳以上65歳未満（介護保険の第2号被保険者） 国保の保険料

医
療
分
＋
介
護
分

65歳以上（介護保険の第1号被保険者） 国保の保険料

医
療
分

（ ）

介護保険料

介
護
分

例 7月に65歳になる方の場合
介護保険料

4月分 5月分 6月分 3月分2月分1月分12月分11月分10月分9月分8月分7月分

国民健康保険料の介護保険分として納めます 介護保険料として町に納めます

国民健康保険料の介護保険分（第2号被保険者分）は4.5.6月分の3ヶ月を計算します。
納め方は、下の図のように、年度末（3月）までの月に分けて納めていただくことになります。

4月分 5月分 6月分 7月分 3月分2月分1月分12月分11月分10月分9月分8月分

第2号被保険者が、65歳（介護保険第1号被保険者）になるときは
　65歳になる前月までの介護保険分は、国民健康保険料として年度末までの月に分けて納めていただくこと
になります。
泫第1号被保険者としての保険料納付時期と重なりますが、保険料を二重に支払っているわけではありません。

国保の方の介護保険料は

年齢によって納め方が異なります

12



図書
館行
事案内＆新着CD・図書

あな
たの
読み
たい本

・聴きた
いCDがきっと見つかります。お気軽においで下さい。
新着CD： ☆　印
新着図書：『　　』

図書館ホームページアドレス　http://www.waki-toshokan.jp/

10月の休館日　2日㈪・9日㈷・16日㈪・23日㈪・30日㈪

図書館ワクワクこどもフェスティバル

絵本の読みきかせ
日　時

▲

10月21日㈯　10時30分～11時　おはなし会サークル「ゆびとま」
 15時～15時30分　おはなし会「ぴのきお」
対象者

▲

幼児・小学生　場　所

▲

図書館絵本のコーナー　問合せ

▲

図書館（☎54－0222）

〈CD〉
☆アオゾラペダル/嵐
☆Crispy Park/every little thing
☆DIAMOND/倉木麻衣
☆Pop Up!/SMAP
☆ベスト/つじあやの
☆Very best Ⅱ/V6

〈一般書〉
『中原の虹　第一巻』 浅田次郎著
『ニューヨーク地下共和国　上・下』 梁石日著
『殺人の四重奏』 藤本ひとみ著
『四度目の氷河期』 荻原寛著
『狼花 新宿鮫』 大沢在昌著

『棟居刑事の一千万人の完全犯罪』 森村誠一著
『ダブル』 永井するみ著
『ティンブクトゥ』 ポール・オースター著/柴田元幸訳
『12番目のカード』
 ジェフリー・ディーヴァー著/池田真紀子訳

〈児童書・絵本〉
『とうさんはタツノオトシゴ』
 エリック・カール作・絵/佐野洋子訳

『パンやのろくちゃん』 長谷川義史作・絵
『おばけのジョージー　ともだちをたすける』
 ロバート・ブライト作・絵

『シマフクロウとサケ』 宇梶静江古布絵制作・再話
『ねことらくん』 なかがわりえこ作/やまわきゆりこ絵
『ねずみくんとシーソー』 なかえよしを作/上野紀子絵

影絵紙芝居のつくり方講習会
日　時 ▼10月28日㈯13時～16時
教材費 ▼700円／ 1セット
対象者 ▼幼児・小学生
定　員 ▼  先着30名
問合せ ▼図書館（☎54－0222）

人形劇「わらって！リッキ」
開催日 ▼10月28日㈯10時～12時

一般の方の参加もお待ちしています。
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期　

日
▼
8
月
12
日
・
13
日

場　

所
▼
下
松
市
葉
山
グ
ラ
ウ
ン
ド

結　

果
▼
優
勝
（
ハ
ー
ブ
杯
）

表
彰
者
▼
M
V
P　

坂
本
純
平 
君

　
　
　
　

優
秀
賞　

島
本
佳
輝 

君

　

ス
ポ
少
軟
式
野
球
部
で
は
、
団
員
を
随

時
募
集
し
て
い
ま
す
。
練
習
の
見
学
、
入

団
に
つ
い
て
は
、
体
育
セ
ン
タ
ー
に
お
問

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

期　

日
▼
8
月
26
日

場　

所
▼
三
菱
レ
イ
ヨ
ン
グ
ラ
ウ
ン
ド

結　

果
▼
準
優
勝　

ス
ポ
少
軟
式
野
球
部

期　

日
▼
9
月
3
日

場　

所
▼
蜂
ケ
峯
総
合
公
園
グ
ラ
ウ
ン
ド

結　

果
▼
準
優
勝　

ス
ポ
少
サ
ッ
カ
ー
部

日　

時
▼
10
月
21
日
㈯
8
時
30
分
〜
13
時

※
雨
天
の
場
合
は
10
月
28
日
㈯
に
延
期

会　

場
▼
町
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

主　

催
▼
体
協
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部

ク
ラ
ス
分
け
▼
男
子
及
び
女
子

参
加
料
▼
1
ペ
ア
1
，
0
0
0
円

 

（
当
日
徴
収
）

試
合
方
法
▼
日
本
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
連
盟
競

技
規
則

申
込
方
法
▼
体
育
セ
ン
タ
ー
備
え
付
け
の

申
し
込
み
用
紙
で
参
加
手
続
き
。

締
切
り
▼
10
月
13
日
㈮

問
合
せ
▼
杉
本
勝
行 

（
☎
31

－

4
6
2
5
）

 

※
平
日
は
19
時
以
降
在
宅

S
P
O
R
T
S・ス
ポ
ー
ツ

県
選
抜
少
年
野
球
下
松
大
会

第
17
回
三
菱
レ
イ
ヨ
ン
旗

争
奪
学
童
軟
式
野
球
大
会

第
13
回
和
木
町
近
郊

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
サ
ッ
カ
ー
大
会

和
木
町
秋
季
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
大
会

10月28日㈯　体育センター
10月29日㈰　体育センター
 町民庭球場
　わき愛あいフェスティバルの
ため臨時休館いたします。ご理
解とご協力をお願いします。
問合せ ▼体育センター
 （☎52－2811）

体育センター
臨時休館のお知らせ

日　時 ▼平成19年1月8日㈷
　　　　10時　開会式
　　　　10時30分　スタート
会　場 ▼和木ゴルフ倶楽部、蜂ケ峯総合公園
申込期限 ▼ 11月30日㈭
問合せ ▼体育センター（TEL52-2811）

第9回
蜂ケ峯クロスカントリー大会の
ご案内

競技種目・参加料

競技種目 距　離 参加料

一 般 男 子

10km、5km 3,000円一 般 女 子

壮 年 男 女

中学生男子 5km

800円中学生女子 3km

小学生男女 2.2km

　花のまちづくりステッカー募集へ多数ご応募いただきありがとうございました。
審査の結果、右のとおり決定しました
のでお知らせします。
なお、このステッカーは花のまちづく
りプランターに使用されます。
〈採用作品〉栗本詠子さん（和木）
〈佳　　作〉明本なぎささん（瀬田）、岩崎美咲さん（瀬田）
 嘉屋亜利紗さん（和木）、胡　 月さん（和木）
 西村友里さん（大竹）

「わき花のまちづくり」ステッカー決定
　水道局計量係員が 10 月
から 11 月にかけてメータ
ー位置確認等のため、町
内（瀬田、関ヶ浜を除く）
を調査いたしますのでご
協力をお願いします。

問合せ ▼都市建設課
　　　　（☎52－2135）　

岩国市水道局
からのお知らせ
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各

種

相

談

行

政

相

談

　

総
務
省
か
ら
委
嘱
さ
れ
た
行
政
相
談
員

が
、
行
政
に
対
す
る
苦
情
や
意
見
、
要
望

を
広
く
住
民
の
方
か
ら
お
聞
き
す
る
「
行

政
相
談
」
を
行
っ
て
い
ま
す
。
お
気
軽
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

日　

時
▼
10
月
19
日
㈭
10
時
〜
12
時

場　

所
▼
町
民
相
談
室

 

（
☎
52

－

1
6
1
6
）

心

配

ご

と

相

談

　

普
段
お
困
り
の
こ
と
や
、
悩
ん
で
お
ら

れ
る
こ
と
な
ど
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
社
会

福
祉
協
議
会
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
▼
社
会
福
祉
協
議
会

 

（
☎
52

－

8
6
4
4
）

精

神

保

健

相

談

●
精
神
保
健
相
談

心
の
健
康
・
認
知
症
相
談

毎
月
第
2
金
曜
日
13
時
30
分
〜
15
時
30
分

相
談
員
▼
専
門
医
師

●
巡
回
相
談

毎
月
第
1
木
曜
日
10
時
〜
16
時

相
談
員
▼
専
門
医
師

●
ス
ト
レ
ス
相
談

毎
月
第
1
・
3
火
曜
日

相
談
員
▼
心
理
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー

場　

所
▼
岩
国
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー
管
内

各
地

問
合
せ
▼
岩
国
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

 

（
☎
29

－

1
5
2
5
）

全
国
一
斉
「
女
性
の
人
権

ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
」強
化
月
間

　

配
偶
者
・
パ
ー
ト
ナ
ー
か
ら
の
暴
力
、

職
場
に
お
け
る
セ
ク
シ
ャ
ル
・
ハ
ラ
ス
メ

ン
ト
、
ス
ト
ー
カ
ー
行
為
と
い
っ
た
、
女

性
を
め
ぐ
る
い
ろ
い
ろ
な
人
権
問
題
の
助

言
と
相
談
を
、
法
務
局
職
員
、
人
権
擁
護

委
員
が
行
い
ま
す
。

日　

時
▼
11
月
13
日
㈪
〜
19
日
㈰
8
時
30

分
〜
19
時
30
分
た
だ
し
、
土
・
日
は
10
時

〜
17
時
ま
で

相
談
電
話
番
号

 
（
☎
0
5
7
0

－

0
7
0

－
8
1
0
）

平
成
17
年
度
分
な
ど
の
免
除
・
猶

予
が
10
月
ま
で
申
請
で
き
ま
す

　

平
成
17
年
度
分
な
ど
（
※
）
の
国
民
年

金
保
険
料
の
免
除
・
納
付
猶
予
に
つ
い
て
、

特
例
措
置
が
講
じ
ら
れ
平
成
18
年
10
月
末

ま
で
申
請
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

※ 

免
除
・
若
年
者
納
付
猶
予
は
、
平
成
17

年
4
月
か
ら
平
成
18
年
6
月
ま
で
の
期

間
。

※ 

学
生
納
付
特
例
は
、
平
成
17
年
4
月
か

ら
平
成
18
年
3
月
ま
で
の
期
間
。

問
合
せ
▼
岩
国
社
会
保
険
事
務
所

 

（
☎
24

－

2
2
2
2
）

お
問
合
せ
は『
ね
ん
き
ん
ダ
イ
ヤ
ル
』へ
!

年
金
請
求
な
ど
の
相
談

 

（
☎
0
5
7
0

－

05

－

1
1
6
5
）

年
金
を
お
受
け
に
な
っ
て
い
る
方
の
相
談

 

（
☎
0
5
7
0

－

07

－

1
1
6
5
）

（
受
付
時
間
は
8
時
30
分
〜
17
時
15
分

土
・
日
・
祝
日
・
年
末
年
始
を
除
く
）

◎
電
話
料
金
は
一
般
の
固
定
電
話
の
場

合
、
接
続
先
に
か
か
わ
ら
ず
市
内
通
話
料

金
で
ご
利
用
い
た
だ
け
ま
す
。

◎
電
話
機
の
設
定
、
ひ
か
り
電
話
な
ど
の

I
P
電
話
及
び
P
H
S
な
ど
、
電
話
機
に

よ
っ
て
は
、
ご
利
用
に
な
れ
ま
せ
ん
。

事
業
所
で
加
入
し
ま
せ
ん
か
?

働
く
人
の（
ハ
ー
ト
ピ
ア
共
済
）

① 

入
院
給
付
金
、
5
日
以
上
入
院
し
た
と

き
1
日
目
か
ら
給
付
し
ま
す
。

②
祝
金
の
請
求
期
間
が
3
年
に
延
長

③ 

高
齢
者
型
の
人
間
ド
ッ
ク
受
診
料
助
成

開
始

　

こ
の
制
度
は
、
中
小
企
業
で
働
い
て
い

る
未
組
織
の
勤
労
者
の
福
祉
の
向
上
を
目

的
と
し
、
県
下
全
域
に
わ
た
っ
て
実
施
さ

れ
て
い
る
共
済
制
度
で
す
。

　

月
々
わ
ず
か
な
掛
金
で
、
死
亡
・
障
害
・

入
院
・
住
宅
災
害
等
の
不
測
の
事
態
に
対

し
て
セ
ッ
ト
で
保
障
し
、
さ
ら
に
結
婚
・

出
産
・
銀
婚
・
小
中
高
校
入
学
祝
金
も
給

付
し
ま
す
。

　

1
ヶ
月
の
掛
金
は
、
1
型
4
5
0
円
・

2
型
9
0
0
円
・
3
型
1
，
5
0
0
円
・

4
型
2
，
0
0
0
円
・
高
齢
者
型
4
5
0

円
。
さ
ら
に
、
1
型
か
ら
4
型
に
加
入
さ

れ
た
方
、
配
偶
者
お
よ
び
お
子
さ
ま
は
、

フ
ァ
ミ
リ
ー
型
5
0
0
円
／
月
）
に
加
入

で
き
ま
す
。

　

従
業
員
の
福
利
厚
生
面
を
よ
り
充
実
さ

せ
る
た
め
に
お
勧
め
し
ま
す
。

　

な
お
、
事
業
主
が
従
業
員
の
た
め
に
共

済
掛
金
を
負
担
さ
れ
た
場
合
は
、
税
法
上

は
損
金
ま
た
は
必
要
経
費
と
し
て
算
入
で

き
ま
す
。

問
合
せ
▼
企
画
総
務
課

 

（
☎
52

－

2
1
3
5
内
線
3
1
1
）

障
害
者
地
域
生
活
支
援

事
業
が
始
ま
り
ま
す

　

障
害
者
の
方
が
、
そ
の
有
す
る
能
力
や

適
性
に
応
じ
、
自
立
し
た
日
常
生
活
や
社

会
生
活
を
営
む
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
次

の
よ
う
な
支
援
事
業
を
10
月
か
ら
実
施
し

ま
す
。

・
相
談
支
援
事
業

・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
支
援
事
業

 

（
要
約
筆
記
者
の
派
遣
な
ど
）

・
移
動
支
援
事
業

・
日
常
生
活
用
具
給
付
等
事
業

・
訪
問
入
浴
サ
ー
ビ
ス
事
業

お
気
軽
に
、
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
▼
保
健
福
祉
課

 

（
☎
52

－

2
1
3
5
内
線
2
0
8
）

障
害
者
就
職
面
接
会
を
開
催

　

就
職
を
希
望
す
る
障
害
者
の
方
、
障
害

者
雇
用
を
考
え
る
企
業
の
方
は
ど
な
た
で

も
参
加
で
き
ま
す
。
参
加
希
望
の
方
は
、

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
岩
国
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

日　

時
▼
10
月
24
日
㈫
13
時
〜
16
時

会　

場
▼
シ
ン
フ
ォ
ニ
ア
岩
国

 

（
大
会
議
室
・
多
目
的
ホ
ー
ル
）

問
合
せ
▼
岩
国
公
共
職
業
安
定
所

 

（
☎
21

－

3
2
8
1
）
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障
害
者
扶
助
料
・
児
童
福

祉
年
金
制
度
に
つ
い
て

●
和
木
町
心
身
障
害
者
扶
助
料

支
給
額
▼
16
万
円
（
年
額
）

該
当
者
▼
20
歳
以
上
で
、
身
障
手
帳
1
・

2
級
ま
た
は
療
育
手
帳
A
・
B
、
所
持
者
、

精
神
障
害
者
で
国
民
年
金
法
施
行
令
別
表

に
規
定
す
る
方
で
在
宅
の
方
。

※
公
的
年
金
受
給
者
は
半
額

●
和
木
町
児
童
福
祉
年
金

支
給
額
▼
8
万
円
（
年
額
）

20
歳
未
満
で
、
身
障
手
帳
1
・
2
級
又
は

療
育
手
帳
A
所
持
者

支
給
額
▼
7
万
円
（
年
額
）　

20
歳
未
満
で
、
身
障
手
帳
3
級
又
は
療
育

手
帳
B
所
持
者　

※ 

今
月
は
、
障
害
者
扶
助
料
及
び
児
童
福

祉
年
金
後
期
分
の
支
給
月
で
す
。
民
生

委
員
の
方
が
お
届
け
い
た
し
ま
す
の

で
、
お
受
け
取
り
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
▼
保
健
福
祉
課

 

（
☎
52

－

2
1
3
5
内
線
2
0
8
）

山
口
県
最
低
賃
金
に
つ
い
て

　

県
内
で
働
く
全
て
の
労
働
者
に
適
用
さ

れ
る
山
口
県
の
最
低
賃
金
が
改
正
。

山
口
県
最
低
賃
金 

1
時
間　

6
4
6
円

効
力
発
生
の
日 

平
成
18
年
10
月
1
日

※
平
成
14
年
か
ら
時
間
額
の
み
表
示

※ 

こ
の
金
額
に
満
た
な
い
額
で
働
か
せ
た

り
、
働
い
た
り
す
る
こ
と
の
な
い
よ
う

に
し
ま
し
ょ
う
。

問
合
せ
▼
山
口
県
労
働
局
賃
金
室

 

（
☎
0
8
3

－

9
9
5

－

0
3
7
2
）

年
賀
状
作
成
講
座

日　

時
▼
11
月
2
日
㈭
7
日
㈫
8
日
㈬

10
時
〜
12
時

内　

容
▼
自
分
で
撮
影
し
た
デ
ジ
カ
メ
の

画
像
に
よ
り
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
年
賀
状
を
作

成
し
ま
す
。（
表
の
宛
名
書
き
は
あ
り
ま

せ
ん
）

受
講
料
▼
無
料

場　

所
▼
文
化
会
館　

講
習
室

対　

象
▼
パ
ソ
コ
ン
を
使
用
し
た
こ
と
の

あ
る
方
（
文
字
入
力
の
で
き
る
方
）

募
集
人
数
▼
15
名

申
込
み
・
問
合
せ
▼
教
育
委
員
会

 

（
☎
53

－
3
1
2
3
）

外
国
産
カ
ブ
ト
ム
シ
や
ク

ワ
ガ
タ
の
飼
育
に
つ
い
て

　

外
国
か
ら
や
っ
て
き
た
カ
ブ
ト
ム
シ
や

ク
ワ
ガ
タ
が
問
題
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

日
本
で
野
外
に
放
た
れ
て
し
ま
っ
た
時

に
引
き
起
こ
す
3
つ
の
問
題

・
食
べ
物
や
住
む
場
所
を
奪
う

・ 

雑
種
が
出
来
る
こ
と
で
本
来
の
遺
伝
子

が
失
わ
れ
る

・
病
気
を
広
め
る

　

そ
の
結
果
、
日
本
に
も
と
も
と
生
息
す

る
カ
ブ
ト
ム
シ
や
ク
ワ
ガ
タ
が
絶
滅
し
て

し
ま
う
こ
と
が
心
配
さ
れ
て
い
ま
す
!

　

外
国
種
だ
か
ら
日
本
の
気
候
へ
適
応
で

き
な
い
と
は
限
り
ま
せ
ん
。
飼
い
始
め
た

ら
、
最
後
ま
で
責
任
を
持
ち
ま
し
ょ
う
!

問
合
せ
▼
住
民
サ
ー
ビ
ス
課

 

（
☎
52

－

2
1
3
5
内
線
2
0
5
）

　消防法及び岩国地区消防火災予防条例によ
り、全ての住宅に火災報知器の設置が義務付け
られました。それに伴い、悪質な訪問販売（不
正な価格、無理強い販売など）が近隣市町で発
生していますのでご注意ください。火災警報器
は、クーリングオフの対象です。※ただし、既
存の住宅については平成23年5月31日までに設

置することになっています。

適性価格や購入できる場所は？

　適正価格は1個（定価）で5千円から1万2千円
程度です。
　消火器などの消防設備を取り扱っている防災
専門業者やホームセンターで購入できます。
消防職員や消防団員が直接家を訪問して販売す
ることはありません。
　日本消防協会認定品には「NSマーク」がつい

ています！

問合せ ▼岩国地区消防組合本部（☎22－1320）

ご注意ください !
火災報知器などの訪問販売
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和

木

短

歌

教

室

和
木
俳
句
教
室
句
会

（
9
月
16
日
句
会
）

フ
ェ
ン
ス
に
朝
顔
の
ぼ
り
て
花
開
く
老
い
し
人
等
の

笑
顔
が
嬉
し 

神
園　

静
美

ひ
そ
か
な
り
花
の
姿
の
凛り

ん

と
し
て
一
輪
差
し
の
ど
く

だ
み
匂
ふ 

大
野　

千
尋

雨
に
ぬ
れ
ア
ジ
サ
イ
の
花
咲
き
み
だ
れ
花
の
命
の
い

と
し
き
眺
め 

田
渕
ハ
ネ
子

根
切
虫
掘
り
出
せ
や
れ
ば
鳥ウ

コ
ッ
ケ
イ

骨
鶏
競
い
あ
い
つ
つ
喜

こ
び
食
べ
る 

広
宇
次
信
子

病
棟
に
夜
更
け
て
灯と

も

る
窓
の
見
ゆ
生
き
む
命
の
た
た

か
い
思
う 

正
中
ツ
ヤ
子

背
を
伸
ば
し
杖
を
つ
か
ず
に
歩
き
た
し
道
行
く
人
の

歩
く
姿
に 

箭
野　

賀
代

串
焼
き
の
落
鮎
食
ぶ
る
簗
場
か
な 

陣
場　

孝
子

終
業
の
サ
イ
レ
ン
響
く
い
わ
し
雲 

灰
岡
美
穂
子

騎
馬
戦
の
裸
の
背
な
に
秋
の
雨 

平
岡　

菊
江

大
夕
焼
な
が
く
続
き
て
ハ
ワ
イ
か
な 

山
重　

杵
子

ち
ち
ろ
鳴
く
県
境
つ
な
ぐ
橋
と
も
り 

与
三
本
愛
子

催
眠
商
法
（
S
F
商
法
）
で
電

気
治
療
器
の
購
入
契
約
を
し
た

が
解
約
し
た
い

【
相　

談
】

　

自
宅
に
事
業
者
が
訪
ね
て
来

て
、開
店
予
定
の
店
舗
あ
い
さ
つ

を
兼
ね
て
粗
品
を
進
呈
す
る
か

ら
、近
所
の
家
ま
で
来
て
く
だ
さ

い
と
誘
わ
れ
た
の
で
、渋
々
出
掛

け
て
行
っ
た
。最
初
は
1
0
0
円

で
商
品
を
い
ろ
い
ろ
買
っ
た
が
、

そ
の
う
ち
高
額
な
家
庭
用
電
気
治

療
器
を
勧
め
ら
れ
、そ
の
場
の
雰

囲
気
で
断
り
切
れ
ず
購
入
し
た
。

解
約
し
た
い
。　

【
処　

理
】

　

契
約
書
面
を
受
け
取
っ
て
か
ら

8
日
以
内
だ
っ
た
の
で
、ク
ー
リ

ン
グ
・
オ
フ
通
知
書
の
書
き
方
・
送

付
方
法
に
つ
い
て
助
言
し
た
。

【
ワ
ン
ポ
イ
ン
ト
講
座
】

　

日
用
雑
貨
な
ど
を
無
料
か
無

料
同
然
で
配
っ
て
人
を
集
め
、最

後
に
高
額
な
商
品
を
販
売
す
る
商

法
を
催
眠
商
法（
S
F
商
法
）と

い
い
ま
す
。「
新
製
品
普
及
会
」と

い
う
事
業
者
が
初
め
て
行
っ
た
た

め
、そ
の
頭
文
字
を
と
っ
て
S
F

商
法
と
も
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。催

眠
商
法
で
は
、通
常
の
展
示
販
売

と
異
な
り
、陳
列
さ
れ
た
商
品
を

自
由
に
選
択
で
き
な
い
た
め
特
定

商
取
引
法
が
適
用
さ
れ
、契
約
日

を
含
め
て
8
日
以
内
で
あ
れ
ば
ク

ー
リ
ン
グ
・
オ
フ（
契
約
の
無
条
件

解
約
）が
で
き
ま
す
。相
談
事
例
の

家
庭
用
電
気
治
療
器
は
、一
度
使

用
し
て
い
た
と
し
て
も
ク
ー
リ
ン

グ
・
オ
フ
期
間
内
で
あ
れ
ば
、ク
ー

リ
ン
グ
・
オ
フ
が
可
能
で
す
。

　

こ
の
催
眠
商
法
は
、臨
時
の
会

場
で
販
売
す
る
た
め
事
業
者
が
所

在
不
明
と
な
り
、返
品
や
ア
フ
タ

ー
サ
ー
ビ
ス
な
ど
が
受
け
ら
れ

な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。安
易
に

「
無
料
贈
呈
」な
ど
と
い
っ
た
言
葉

に
つ
ら
れ
て
会
場
に
行
か
な
い
こ

と
、ま
た
日
頃
か
ら
不
必
要
な
も

の
は
買
わ
な
い
よ
う
心
掛
け
る
こ

と
が
大
切
で
す
。

問
合
せ

企
画
総
務
課（
☎
52

－

2
1
3
5
）

く
ら
し
の
相
談
員

岡
内
章
二
郎（
☎
52

－

5
8
6
8
）

山
口
県
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

（
☎
0
8
3

－

9
2
4

－

2
4
2
1
）

ス
ズ
メ
バ
チ
に
注
意
！

　

厚
生
労
働
省
の
報
告
に
よ
る
と
、
全

国
で
毎
年
20
〜
30
人
の
死
者
が
報
告
さ

れ
る
ス
ズ
メ
バ
チ
。
夏
か
ら
秋
に
か
け

て
こ
の
季
節
が
1
年
で
も
最
も
活
動
が

活
発
に
な
り
ま
す
。

防
止
策
と
し
て

● 

黒
い
も
の
に
向
か
っ
て
く
る
性
質
が

あ
る
の
で
、
黒
い
も
の
を
身
に
つ
け

な
い
。

● 

遭
遇
し
た
ら
急
い
で
駆
け
出
さ
ず
、

ゆ
っ
く
り
後
ず
さ
り
す
る
。

● 

匂
い
に
向
か
っ
て
く
る
の
で
、
香
水

や
化
粧
品
な
ど
は
付
け
な
い
!

　

刺
さ
れ
な
い
効
果
的
な
対
策
は
、
単

純
で
す
が
、
巣
の
あ
る
場
所
に
近
づ
か

な
い
こ
と
で
あ
り
、
と
に
か
く
ス
ズ
メ

バ
チ
は
最
も
身
近
で
危
険
な
生
き
物
で

あ
る
こ
と
を
認
識
し
て
く
だ
さ
い
。

応
急
措
置

　

刺
さ
れ
た
部
分
を
水
で
よ
く
洗
い
、

速
や
か
に
毒
液
を
吸
い
出
し
ま
す
。
患

部
の
腫
れ
や
痛
み
が
出
ま
す
が
、
じ
ん

ま
し
ん
・
め
ま
い
・
吐
き
気
・
息
苦
し

い
な
ど
の
症
状
が
出
る
場
合
は
、
す
ぐ

に
医
師
の
診
察
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

消費者生活相談
だよりVol.24
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ごみ袋は十字に結んでください。
　新しいごみ袋(燃えるごみ・プラスチック)には、取っ手が付いています。運びやす
くしたものですが、きちんと結んでない袋が多く見受けられます。ごみが外に出るだ
けでなく、雨水が入ってくることもありますので、ごみステーションにごみ袋を出す
際には、中央を結び、さらに両側の取っ手を結んで出してください。

ごみ袋の結び方
1．中央をしっかり結ぶ

2．両側の取っ手をしっかり結ぶ

問合せ ▼住民サービス課（☎52－2135内線205）

　

次
の
方
々
よ
り
社
会
福
祉
協
議
会

へ
ご
寄
付
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
厚

く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

●
香
典
返
し

村
中　

和
則
さ
ん
（
関
ヶ
浜
）

花
坂
八
重
子
さ
ん
（
和　

木
）

●
一
般
寄
付

古
谷　

京
子
さ
ん
（
和　

木
）

●
指
定
寄
付

米
本　

清
明
さ
ん
（
和　

木
）

寄
付
・
寄
贈

　

現
在
、
町
内
全
域
の
町
営
住
宅
の

入
居
申
込
み
を
停
止
し
て
お
り
ま
す
。

問
合
せ
▼
都
市
建
設
課

（
☎
52

－

2
1
3
5
内
線
4
1
2
）

町
営
住
宅
の
お
知
ら
せ

　

4
月
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
子
育
て

支
援
セ
ン
タ
ー
も
、
は
や
半
年
を
迎

え
ま
し
た
が
、
現
在
、
58
組
の
登
録

が
あ
り
ま
す
。
今
後
と
も
、
子
ど
も

さ
ん
の
遊
び
場
と
し
て
、
ま
た
保
護

者
同
士
の
交
流
の
場
と
し
て
、
多
く

の
皆
さ
ん
の
お
越
し
を
お
待
ち
し
て

お
り
ま
す
。

開
催
日
▼
毎
週
火
・
金
曜
日
開
催

 

9
時
30
分
〜
15
時

開
催
場
所
▼
保
育
所
2
階

問
合
せ
▼
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

 

（
保
育
所
内
）（
☎
53

－

5
5
5
1
）

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
開
設
中

ごみ
便り
その 90
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（百人） 3  2  1  0 0  1  2  34

20 2
171

185
216
199
196

24 9
24 0

156
180

275
279

173
184

151
113

80
34
11
7

     0 100以上 
95  －  99 
90  －  94 
85  －  89 
80  －  84 
75  －  79 
70  －  74 
65  －  69 
60  －  64 
55  －  59 
50  －  54 
45  －  49 
40  －  44 
35  －  39 
30  －  34 
25  －  29 
20  －  24 
15  －  19 
10  －  14 
  5  －　9 
  0  －    4

167
168

159
169
192

166
244
232

166
201
226
237

213
193
201

155
130

90
37

13
4

和 木 町 の 人 口 ピ ラ ミ ッ ド   
平成18年9月1日現在 
 
総人口    6,664人 
　　     （＋12） 
世帯数　 2,674世帯 
　　　  （＋10） 
和木町の面積　10.56  
 

（＋4） （＋8） 
 3,301人　男 女　3,363人 

 

 

今月の納税

　和木町快適環境まちづくり町民会議では、町民
の皆さまと行政が協働した事業として多くの人の
目に触れる場所に「花のプランター」を設置し、
花のある美しいまちづくりをすすめることとにし
ました。
　町民会議から提供された花のプランターの管理
や苗の植え替えなどお世話をしていただける方を
募集しますのでご協力をお願いします。

募集期間 ▼ 10月2日㈪～20日㈮
 　※応募多数の場合は先着順
募集個数 ▼ 350個
配布予定▼11月上旬
申込方法 ▼事務局に備え付けの用紙に記入
その他 ▼  交通の支障となる場所へは設置できませ

んのでご了承ください。
問合せ ▼和木町快適環境まちづくり町民会議事務局
 （住民サービス課）（☎52－2135内線205）

日　

時
▼
10
月
15
日
㈰
8
時
〜

※ 

雨
天
の
場
合
は
10
月
21
日
㈯
に

延
期

● 

自
治
会
長
の
指
示
に
従
っ
て
く

だ
さ
い
。

● 

家
庭
ご
み
は
出
さ
な
い
で
く
だ

さ
い
。

● 

草
、
泥
な
ど
は
袋
に
入
れ
な
い

で
、
別
々
に
し
て
道
路
の
路
肩

等
に
積
ん
で
く
だ
さ
い
。ま
た
、

交
差
点
の
近
く
に
は
積
ま
な
い

で
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
▼
住
民
サ
ー
ビ
ス
課

 （
☎
52

－

2
1
3
5
内
線
2
0
5
）

秋
の
町
内
一
斉
清
掃
に
つ
い
て

わき花のまちづくり参加者募集 !

町・県民税 ................ 3期分
国民健康保険料 ...... 4期分
介護保険料 .............. 4期分
住宅使用料 ............ 10月分
※納期内に納めましょう！
問合せ ▼税務課
　　　　（☎52－2135内線203）

募集人数 ▼ 1名
勤務時間 ▼原則9時～15時30分
勤務期間 ▼ 11月下旬～平成19年3月末
賃　金 ▼時給825円
資　格 ▼  管理栄養士免許を取得されている方で勤

務経験のある方
応募方法 ▼  10月20日㈮までに履歴書および管理栄

養士免許の写しを保健相談センターに
提出してください。

問合せ ▼保健相談センター（☎52－7290）

保健相談センター臨時管理栄養士の募集
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